非戦を選ぶ演劇人の会　ピースリーディング ｖｏｌ．１３

Ｒｅ：カクカクシカジカの話

作：相馬杜宇 ／ 構成・演出：楢原拓／総合プロデュース：渡辺えり
　１．核なき世界に向けて　
スクリーンにバラク・オバマ米大統領が二〇〇九年四月に行ったプラハ演説が映し出される。

オバマが話し始めるとまもなく映像の音量が下がり、俳優の声に変わる。

オバマ　本日、私は、アメリカが核兵器のない世界の平和と安全を追求する決意であることを、信念を持って明言いたします。

　　　　アメリカは今年、弾頭と備蓄量を削減するために、ロシアと、新たな戦略兵器削減条約の交渉を行います。
　　　　全世界的な核実験の禁止を実現するために、私の政権は、アメリカによる包括的核実験禁止条約の批准を直ちに、積極的に推し進めます。この問題については五〇年以上にわたって交渉が続けられていますが、今こそ、核兵器実験を禁止する時です。

盛大な拍手。

気づくとマサトが舞台上にいる。

マサト　（レポートを書いている）この演説をきっかけに世界は核廃絶に向けて動き出した。簡単な事ではないかもしれないが、人間の運命は私たちが切り開くものだ。核兵器廃絶は世界の人々が手を携えれば実現することが出来るのではないだろうか……よし。（メールでレポートを送信する）

別のエリアに教授が現れる。

教授　　ヨシオカマサト君。残念ながらあなたが提出したものはレポートとは言えません。まず核廃絶に向けて世界が進んでいる根拠として挙げられているのがバラク・オバマ大統領の演説のみで、自身の考察が見られない。次に「簡単ではないかもしれない」と言いながら、その理由が全く書かれていない。さらに「手を携えれば実現出来る」とありますが、あまりにも抽象的で理想論の域を出ません。あなたは私の講義でいったい何を聞いていたのですか。今まで核廃絶を訴えてきた人が少なからずいながら、実現してこなかったのは何故だかお分かりですか？……これでは単位を与えることは到底出来ません。再提出を命じます。提出期限は一週間後の八月六日、日本に生きるあなたにとって核兵器はどういう存在なのかを踏まえて書いてください。期待しています。

教授、消える。

解説者ａ　ブログ。
解説者たち　「マサトのワクワク日記」！

マサト　（ブログを書いている）七月三〇日。タイトル「しまった」。オバマ大統領の演説にすごく感動して、ああ世界は平和になっていくんだなと思ったら嬉しくなり、国際関係論のレポートにそのまま書いてしまったが、僕はどうやら甘かったようだ。この授業は必修なので、落とせば留年確定、あれだけ苦労してもらった内定も水の泡である。それだけは絶対に避けたい。しかし「日本に生きるあなたにとって核兵器はどういう存在か」と言われても、正直言ってピンと来ない。被爆国に生きていても広島や長崎の出身でもないし･･････。そこで、みんなはどうなのだろうと思い、ネットの掲示板で聞いてみることにした。（掲示板に投稿する）はじめまして。二二歳の学生です。今核問題について調べているのですが、あなたにとって、核兵器はどんな存在ですか？　もし良かったら皆さんの意見を聞かせていただけないでしょうか？

ネットユーザー達が一人ずつ登場する。

　２．ネット上の賛否　
ネット１　いやあ、若い人が核問題に関心を持って書き込んでくれて嬉しいですね。核兵器は大いなる負の遺産です。何としても廃絶しなければなりません。

ネット２　同感ですね。まずは核兵器が人の道に反することを理解してもらって、あらゆる核実験、核兵器に対してノーと言い続ける必要があると思います。

ネットＡ　はあ？　平和ボケも甚だしいっての。北朝鮮がいつ攻めてくるかも分からないんだよ。核武装しないでどうすんの。

ネット３　日本が核武装しても現状が変わるとは思えません。かえって国際的な立場が悪くなるだけではないでしょうか。

ネットＢ　黙って見てろっていうわけ？

ネット４　誰もそんなこと言ってねえだろ。別に核持たなくたって国守る方法はいくらでもあるじゃねえかよ。

ネットＣ　どんなですか？　どんな方法があるんですか？　相手が核兵器で攻撃してきたら核兵器で対抗するしかないじゃないですか。

ネット５　原爆が落ちたらどうなるか分かってるんですか？　あなた「はだしのゲン」読んだ？　「父と暮らせば」観た？

ネットＤ　感情論で判断するのは危険です。核抑止力が安全保障の手段として確立している状況を踏まえ、現実的な判断をする必要があるでしょう。

ネット６　何が現実的な判断よ。核抑止が安全だなんてまやかしもいいとこよ。

ネットＥ　あのなあ、理屈じゃねえんだよ、こういう事は。力こそ正義であるのが国際社会だろ。力の無いやつが何を言おうと、へのツッパリにもならんし、核兵器を使って敵と刺し違えるぐらいの気持ちがなければ主権国家なんて主張できねえだろ。

ネット７　だったら別に主権国家なんかならなくて結構です！

ネットＦ　お前には日本人としての誇りはないのか。

ネット８　誇ってますよ。憲法九条を持つこの国を本当に誇りに思っています。九条の精神を世界に広めることが核廃絶、さらには世界平和に繋がると信じています。

ネットＧ　それは違うねえ。九条があるから平和であるというのは悪質な偽装宣伝だよ。日本の平和を守ってきたのはアメリカの核の傘なんだから。

ネットＨ　そうねえ、やっぱりもしものことを考えて、核兵器くらい持ってないと不安だわね。

ネット９　馬鹿なこと言うもんじゃない。軍隊も核兵器も持たない方がずっと安全だってどうして分からないんだ！

ネットＩ　その発想が平和ボケだって言ってんだよ。

ネットユーザー達の間で議論が紛糾する。

マサトは思わずパソコンを閉じる。

ネット上での議論が止む。

マサト、恐る恐るパソコンを開く。

マサト　（ブログを書く）七月三一日。タイトル「熱い人たち」。日本に生きるあなたにとって核はどういう存在かって質問したのに、その答えは誰も出してくれないまま、あっという間にブログが炎上してしまった。みんな熱い。学校とかバイト先じゃこんな政治的なことは誰も話したがらないのに、この温度差は何なのだろう？　みんなホントは政治に興味があるのかな。名前を書かないとこんなに熱く語れるのだろうか。こんな人たちを現実に大学やバイト先では見つけられないのはどうしてなのだろう。　

電話が鳴る。

マサト　（電話に出て）はい。

解説者ｂ　マサトの彼女、スジンからの電話。

スジン　ブログ読んだんだけどさ、締め切りの八月六日って北海道行く日じゃない。どうすんの？

マサト　大丈夫大丈夫、五日にはレポート上がる予定だから。

スジン　頼むよ、六日の夜花火見るんだからね。

マサト　花火？

スジン　言ったでしょ、苫小牧の花火大会行くって。だからこの日程にしたんじゃない。

マサト　え、それ僕聞いてないけど。

スジン　言ったって。忘れてるだけでしょ。

マサト　そうだね、僕が忘れたんだね。

スジン　まったく。帰るまでにメールで送った日程もっかい確認しといてよ。

マサト　帰る？

スジン　明日地元で同窓会あんの。それも言ったじゃない。

マサト　ごめん。

スジン　お土産、八ツ橋でいいよね？

マサト　うん。気をつけてね。……だけどさあ、レポート、ホント大変だよ。北朝鮮の脅威とか、よく分かんないんだけどさあ。……あれ？　切れてる……。（ブログの続き）旅行はツアーで行くわけでもないし、多少日程がずれても大丈夫と思っていたが、甘かった。何としても五日までに書き上げなくては……でもネットの意見を聞いていたら余計混乱してしまった。今まで核兵器なんて無いほうがいいに決まってると思ってた。だけど確かに北朝鮮の脅威って言われると、気持ちが揺らいでしまう……うーん、どうしたらいいんだろう……。

メールが届く。

解説者ｃ　マサトの友人・シュウイチからのメール。

シュウイチ　ブログ読んだよ。アホだな、あんな楽勝科目で再提出食らうなんて。俺去年その科目取ってたけど余裕でＡ来たぞ。

マサト　そりゃシュウイチ頭いいし。

シュウイチ　まあ去年は貿易摩擦がテーマで、その辺のことはよく家で親父が話してたからさ。

マサト　ああ、シュウイチのお父さん外資系だもんな。うちは父さん田舎の平凡なサラリーマンだし、じいちゃんばあちゃんいないし、戦争とか原爆の話なんて出ないもんなあ。

シュウイチ　けどこのレポート結論決まってんじゃん。

マサト　え、そうなの？　じゃあ日本に生きるシュウイチにとって核はどんな存在？

シュウイチ　当然核廃絶だよ。

マサト　そうだよね、やっぱり核兵器は無くならないと駄目だよね。

シュウイチ　いやそういうことじゃなくて、あの教授に出すなら、核廃絶に決まってんだろ。あの教授左だし。

マサト　ええ？

シュウイチ　こんなのは戦略だろ。そのくらい分からなくてどうすんだよ。まあお前のそういうとこ嫌いじゃないけどさ。そんじゃ、幸運を祈るよ。

マサト　（ブログの続きを書く）核廃絶で書いていいんだってことは分かったけど、何だかすっきりしない。それに教授がもし核廃絶に賛成なんだとしたら、どうしてオバマ大統領の演説だけじゃ駄目なんだろう。まずはオバマ大統領の演説を見直すことにした。

　３．プラハ演説の検証　
解説者ｄ　反核法律家協会ホームページ。

反核弁護士１　私たちは反核法律家協会で活動する弁護士です。これまでアメリカは原爆投下を「戦争を終わらせるためにはやむを得なかった」とか「被害を最小限に食い止めるためには仕方なかった」、あるいは「植民地を早く解放するためだった」などを理由にして正当化し、「核抑止論」に基づいて、いざという時には核兵器を先に使用することも辞さないという姿勢をとり続けてきました。今回のこのオバマの演説は、アメリカの核政策が大きく転換されつつあることを意味しています。

核廃絶派のネットユーザー達の間から拍手が沸き起こる。

　　　　　　マサトも拍手する。

反核弁護士２　（拍手を制し）しかしながらオバマ大統領の演説に諸手を挙げて賛成するものではありません。あの演説にはまだ克服されなければならない課題が見受けられます。

解説者ｅ　オバマ大統領プラハ演説

解説者たち　その１！

オバマ　テロリストは核爆弾を購入、製造、あるいは盗む決意を固めています。ひとつの都市で一発の核兵器が爆発すれば、何十万もの人々が犠牲となる可能性があり、そして、それがどこで発生しようとも、世界の安全、安全保障、社会、経済、そして究極的には私たちの生存など、その影響には際限がありません。

反核弁護士３　このように彼の核兵器廃絶の動機は、核兵器を使うことの犯罪性や非人道性ではなく、核兵器の拡散、とりわけ国際テロリストやアメリカに非協力的な国家の手に核兵器が渡ることへの恐怖です。私たちは核兵器を使うことは国際法に違反し、しかも人の道にも反する最悪の犯罪行為であると考えています。
マサト　てことは……核兵器無くすのは核兵器が残酷だからってことじゃなくて……単なるテロ対策ってこと？

解説者ｆ　プラハ演説

解説者たち　その２！

オバマ　冷戦時代の考え方に終止符を打つために、国家安全保障戦略における核兵器の役割を縮小し、他の国にも同様の措置を取ることを求めます。もちろん、核兵器が存在する限り、わが国はいかなる敵であろうとこれを抑止し、同盟諸国に対する防衛を保証するために、安全かつ効果的な兵器を維持します。　

反核弁護士１　核が抑止力になるという認識は、核兵器を減らす足かせになります。彼にとって核兵器は外交上のカードであり続けているんです。

マサト　え、オバマは核兵器をなくそうとしてるのに、核抑止が外交上のカードになるって、え？　え？　どう考えればいいの？　それって矛盾してない？　　

解説者ｇ　プラハ演説

解説者たち　その３！

オバマ　全世界的な核実験の禁止を実現するために、アメリカによる包括的核実験禁止条約の批准を直ちに、積極的に推し進めます。今こそ核兵器実験を禁止する時です。

マサト　そうだよね、実験もやっちゃ駄目だよね。

反核弁護士２　包括的核実験禁止条約とは、核爆発を伴う核実験を全面的に禁止する条約です。これは核兵器を持っている国がさらに核兵器を増やすことや新たに核兵器を持つ国が現れることを抑えることにつながると、一見思えます。

マサト　え、違うの？

反核弁護士３　包括的核実験禁止条約が効力を持つには、ジュネーヴ軍縮会議の構成国であり、原子炉を持っている四四ヶ国すべての批准が必要です。この中で今批准していない国は一〇カ国で、特にインド、パキスタン、北朝鮮は批准どころか署名もしていません。

マサト　え、危ない国みんなじゃん。

反核弁護士３　そうです。アメリカ議会がこれを批准したところで、即座に発効するわけではないのです。

マサト　えー！　それって意味なくない？

反核弁護士２　つまり包括的核実験禁止条約が核兵器廃絶に直結するわけではなく、核廃絶への漠然とした期待感の呼び起こしを狙ったものと考えるのが妥当です。

マサト　あんなに感動したのに、ただのパフォーマンスだったわけ？

反核弁護士１　このように、私たちはオバマ大統領のプラハ演説にはいくつかの重要な問題点があると考えています。

マサト　問題だらけだよ。

反核弁護士３　とは言え、彼がアメリカの大統領として、初めて「核兵器廃絶」を公約にしたことは歴史の大きな転換点となる可能性があると言えます。　

マサト　そうだよね、問題はあるけど喜んでいいってことだよね。　

反核弁護士２　彼が主張する核兵器廃絶に向けた具体的努力、とりわけＮＰＴ体制の見直しについては誠実に協力したいと考えています。

マサト　ＮＰＴ体制？　（パソコンで検索する）Ｎ・Ｐ・Ｔ、検索！

解説者ｈ　ＮＰＴ、核拡散防止条約。

解説者ａ　核軍縮を目的に、核兵器を持っている国であるアメリカ、ロシア、イギリス、フランス、中国の五カ国は核兵器の拡散防止に努め、それ以外の国は核兵器の保有を禁止する条約。一九七〇年に発効。

解説者ｅ　ＮＰＴに加盟すると核を平和利用する権利が保障され、その担保としてＩＡＥＡ、国際原子力機関の査察を受けることが義務付けられている。

マサト　へえ……でもアメリカみたいに核兵器沢山持ってる国を査察するのって大変そうだよな。（核廃絶派のネットユーザーたちに）ねえ、大変ですよね？

核廃絶派のネットユーザー達、黙る。

マサト　え、どうしたの？　

ネット８　核兵器を持ってる国は査察を受ける義務は無いんです。
マサト　え、どういうこと？

ネット２　核兵器を持ってないけど原子力発電所を持ってる国は、ホントに平和利用してるかどうか査察する必要がありますが、既に核兵器を持ってる国は初めから持ってると言ってるんですから、査察をする必要はないのです。　

マサト　ちょっと待って。それってものすごくおかしくない？　核兵器を持ってる国こそ査察しなきゃいけないんじゃないの？　僕言ってること違ってる？

核武装派のネットユーザー達　(口々に)違わない、違わない、ＮＰＴなんて意味無し！

ネット７　そんなことありません。核兵器を持っている国は誠実に核軍縮を行う義務が課せられています。

ネットＩ　そんなのは道義的義務にすぎず、法的拘束力はない！

ネットＡ　その通り！　ソ連もアメリカも冷戦で核兵器作りまくったじゃない！

核武装派のネットユーザー達　ＮＰＴ意味無し！

ネットＧ　しかも原発の査察も抜け穴多いしねえ。基本査察は自己申告だし、申告してない核物質や施設はその国が同意しない限り検査出来ないし。まあ見つからないよねえ。イラクやリビアのようにこっそり核開発進められたら発見は難しいよ。

ネットＪ　技術面の問題もあるんです。査察では施設に入った核物質の量と出ていった量、そして在庫量などを計算して、帳尻が合うかどうかを確認するんですけど、工場内の配管や機器に付着したり、廃棄物に紛れ込んだりして当然誤差が生じます。これはどうしようもないことなんです。ちなみに日本の東海再処理工場で二五年間に発生した誤差はプルトニウム五九キログラムで、これは核爆弾が一個作れてしまう量の七倍です。なので誤差とかこつけて核物質を兵器に転用するような国も出ないとは限りません。

マサト　うわあ、ホントに意味が無いような気がしてきたぁ……。

ネットＣ　やめればいいんですよ、ＮＰＴなんて。

ネット５　なんてことを……！

ネット９　そんなこと出来るわけないだろ。

ネットＬ　出来ますよ。ＮＰＴ条約は国際条約である以上、加盟国には脱退の権利が認められています。

解説者ｂ　ＮＰＴ条約第十条

解説者ｃ　加盟国は異常な事態が自国の至高の利益を危うくしていると認めるときは、国家主権の発動として本条約から脱退する権利を有している。

ネット１０　異常な事態って何？

ネットＩ　そりゃ北朝鮮だろ。

マサト　北朝鮮？

解説者ｄ　北朝鮮の労働党機関紙「労働新聞」。

解説者ａ　アメリカが核戦争を起こせば、在日米軍基地は日本の生存を脅かす巨大な時限爆弾と化し、日本を核戦争の火の海にする導火線になることは避けられない。　

ネットＦ　今こそ主権国家の意地を見せる時だろ。アメリカの腰巾着ではないのだと国際社会に分からせるためにも、アメリカが核なき世界と言っている今、ＮＰＴを脱退し日本独自の核兵器を開発すべきだ。

マサト　え、それはまずいんじゃないか？

田岡俊次　これだからタカ派の観念論は困るんですよ。

ネットＤ　観念論ではありません。現実論です。

ネットＣ　誰ですか、あなたは？

田岡　　申し遅れました、軍事ジャーナリストの田岡です。今ＮＰＴを脱退したら北朝鮮どころの騒ぎではありません。第二次世界大戦後の世界秩序を根本から変えることになり、大きな反発が予想されます。まずＮＰＴに基づく日米原子力協定は当然破棄になるだろうし、他の国との協力協定もおそらく破棄になります。

ネット３　さらにアメリカは他国と協調して日本の海外にある資金凍結や貿易の停止をはかるなど、北朝鮮にしたのと同様の経済封鎖をするでしょう。

ネット９　しかも経済、技術大国の日本が核武装すれば世界の秩序が変わるだけに、アメリカは必死の圧力をかけて核開発を止めさせてＮＰＴに戻らせようと努めるだろう。日米関係は緊張、対立から敵対に向かう公算が大きい。

田岡　　私は九条さえ守っていれば平和がくると思うほどおめでたい人間ではありません。しかし日本が脱退することは、加盟していない国の核武装に加え、脱退を表明している北朝鮮の核実験でただでさえ揺らいでいる「ＮＰＴ体制」にとどめの一撃となるでしょう。そうなればどの国も自由に核兵器を製造して輸入も輸出もするようになり、世界は著しく危険になります。日本にとっても外交上不利になることは言うまでもありません。

社会科教師（ネット８）　私は中学の社会科の教師です。確かにＮＰＴ条約は不平等だと思います。もし生徒に何でこんな条約があるの？と聞かれたら、納得する形で説明するのはとても難しいです。それでもＮＰＴが核軍縮に貢献しているのは確かだと思います。今年の運用会議では十年ぶりに合意文書が採択されました。その中では核保有国に対し、すべての核兵器の削減や役割の低下、核戦力の透明性確保などに取り組み、その成果を報告するよう求めています。

反核主婦（ネット８）　そりゃ簡単なことじゃないよ。あたしなんかただの主婦だからさあ、何が出来るんだろって思うよ。でもさあ、核兵器なんて孫の世代まで残したくないのよ。うちの孫ホント可愛いくてさあ、この子が結婚するまでには核兵器が無い世の中にしてあげたいって思うんだよねえ。そりゃ色々問題あるかもしれないけど、核兵器無くすのに少しでも役立つって言うなら、駄目よ、ＮＰＴやめちゃ。

マサト　八月一日。タイトル「混乱」。確かにオバマの演説は手放しで喜べるものではないと分かった。それからＮＰＴ条約というのもこれほど問題があるものだとは知らなかった。ＮＰＴから脱退すべきだって意見は極端だとは思うけど、そう思うのも分かる気がする。そもそもどうやったら核兵器なんて廃絶出来るんだろう。日本人としてどう考えたらいいんだろうか。

教授からのメール。

教授　　レポートは進んでますか？　興味深い資料を見つけましたので送ります。

マサト　教授が送ってきたのはユーチューブの動画だった。　

教授　　グレゴリー・カラキー氏の証言です。グレゴリーさんはオバマ大統領の科学特別顧問のジョン・ホールドレンに近い学者です。よって彼の発言には信憑性があります。あなたが核問題を考える上で参考になることを願っています。

　４．アメリカの核の傘　
グレゴリー・カラキー　はじめまして。グレゴリー・カラキーです。私は「憂慮する科学者同盟」のメンバーであり、世界安全保障プログラムを担当しています。アメリカ政府内にはオバマ大統領が示した核なき世界に反対を唱える人々が存在します。とりわけ国防総省と国家安全保障のアジア部門から反対の声が上がっています。これらの人々が反対の理由としてあげているのが、日本政府が表明する「懸念」なのです。日本の外務省や防衛省はアメリカに対し「日本政府はアメリカの核政策の転換に反対だ」と訴えていたのです。オバマ大統領が掲げた核なき世界のビジョンが、原子爆弾による唯一の被爆国の反対で打ち砕かれるとしたら、それはまさに皮肉であり悲劇にほかなりません。
マサト　日本の政府が核なき世界に反対？　信じられない……ホントにそんなことあるの？

解説者ｇ　外務省ホームページ。

外務省　唯一の被爆国であり、非核三原則を掲げる日本は核兵器のない平和で安全な世界の実現を目指して、様々な努力を行っています。

マサト　そうだよな、いくら何でも日本政府が核なき世界に反対するはずないよな。

解説者ｈ　プラハ演説の当時首相だった麻生太郎。

麻生　　お久しぶりです、麻生太郎です。お忘れかもしれませんが、首相でした。オバマ大統領のご決断は素晴らしいと考え、すぐに親書を送りました。「核兵器を使った唯一の核大国として行動する責任があるはずです。その第一歩を踏み出されたことを強く支持いたします。

外務省・麻生　ただし。

マサト　え？

外務省　国際社会においては、依然として核戦力を含む大規模な軍事力が存在しています。そのような環境の中で、日本の安全に万全を期すためには、核を含むアメリカの抑止力の提供が引き続き重要です。
マサト　え、アメリカの核抑止力が重要？

麻生　　日本にとって日米安全保障体制下での核抑止力を含む拡大抑止は重要と言えましょう。
マサト　核抑止力を含む拡大抑止ってことは……？

社会科教師　核の傘のことです。

マサト　え、元首相も外務省も核の傘が重要だって思ってるってこと？

ネット５　ひどい！　ひどすぎる！　日本は原爆落とされたのよ！　はだしのゲンなのよ！

反核主婦　確かにひどいわね。核兵器のない平和な世界をって言っときながら、核の傘が必要なんてさあ。これがヒロシマとナガサキの国の首相が言うことかって思うと、あたしゃ悔しいよ。

ネット４　麻生に関してはさもありなんって感じだよな。「日本も核兵器を持つかどうかの議論があってもよい」なんて平気で言う奴だし。

ネットＤ　言論の自由だ！

ネット９　何言っとるんだ。初めて核議論について言及した時、麻生は外務大臣だったんだぞ。国連で核廃絶を提案している国の外務大臣がそんな事言っていいわけないだろ。　

ネット７　しかも麻生元首相は政府として非核三原則の堅持を表明していました。それなのに核を持つかどうかの議論をするというのは矛盾しています。

ネット５　そうよ、矛盾よ、矛盾！
ネットＧ　いやあ墓穴を掘りましたね。実は非核三原則なんて政府答弁にすぎず、国際条約でもなければ国内で法制化したものでもないんですよ。

マサト　え、そうなの？

ネット３　そんなことありません。｢持たず、作らず｣に関しては日米原子力協力協定やそれに合わせて国内で制定された原子力基本法、さらには核拡散防止条約の批准で法的に禁止されています。　

ネットＩ　「持ち込ませず」はどうなんだよ。核の密約によって骨抜きだったことが証明されたじゃないか。

　　　　　　核武装派のネットユーザー達が同調する。　

ネット２　しかし岡田外務大臣、鳩山元首相は改めて非核三原則を堅持していく方針を表明していますし、おそらく菅政権もそれを踏襲しているはずです。今後は密約の破棄を宣言した上で、三原則自体の法制化を目指すべきです。

ネットＣ　待って下さい。「持ち込ませず」は危険です。国外配備の核兵器だけでは核の傘に限界があります。

ネット７　核の傘が無ければ侵略されるというのはいくら何でも乱暴です。

ネット３　かりに侵略の脅威にさらされているとすれば、それは日本の外交の根本的な失敗の証明ではないでしょうか。であれば核の傘で不信感をますます募らせるのは逆効果だと思います。　　　

ネットＤ　核の傘は安全保障のシステムとして定着しています。今さら不信感を募らせる国は無いでしょう。

ネット４　あのさ、何だかみんな核の傘がものすごい効果あるみたいに言ってるけど、核の傘って実際使えなくない？

マサト　ええ？

　　　　　　ネットユーザー達は騒然となる。

ネットＢ　何の根拠があってそんな事言ってるの？

ネット４　だって核の傘ってどっかの国が日本に向けて核攻撃しそうになったら、アメリ
カが代わりに核兵器で攻撃するって話でしょ？　そんなことあると思う？　自分
の国が危ないわけでもないのに、わざわざ核戦争になるリスク冒すんだよ。どん
だけお人よしだよって感じじゃない。

核廃絶派のネットユーザー・マサト　おお！

ネットＪ　あの、実際に攻撃するのではなくてですね、もし仮に日本を攻撃しようとした
ら、アメリカに攻撃されるので思いとどまるという考え方です。

ネット４　でも使えないんだったら思いとどまる理由もないじゃん。

核廃絶派のネットユーザー　おお！

マサト　確かに！

ネットＡ　あんた言っていいことと悪いことがあるでしょ。

ネット４　ダメなの？

ネットＧ　これだから若い人は困るんだよねえ。世の中の仕組みってものが分かってない
んだから。核の傘があったら諦める、暗黙の了解なわけ。

田岡　　ちょっといいですか。なぜそんなに核の傘に固執するんですかね。核の傘は核兵
器に対抗する手段である以上、核攻撃を吸い寄せます。言ってみれば核の「傘」ではなくて核の「避雷針」です。安全どころかはるかに危険になるんですよ。

マサト　避雷針？

社会科教師　核兵器があるから核攻撃を受けなくなるのではなく、核兵器があるから核攻撃されるんです。

核廃絶派のネットユーザー　そうだ！
マサト　　八月二日。タイトル「避雷針」。核の傘は実際には使えないんだ！　これで核廃絶でレポートが書ける！　スジンとも予定通り旅行に行ける！　本当に良かった！　……その時、ブログにコメントがついた。

ネットＫ　初めまして。核問題についてのレポートを書かれているようですね。核廃絶の立場で書くということで納得されたようですが、大事な事を見落としてらっしゃるんじゃないかと心配になり、コメントさせていただきました。

マサト　大事な事？

ネットＫ　これまでのブログを拝見している限りでは、日本が現在置かれている状況についての言及があまりなされていないように思うのです。

マサト　日本が現在置かれている状況？　何のこと言ってるんだろう？

ネットＫ　参考になりそうなホームページを見つけましたので、アドレスを載せます。これを見て、あなたのレポートがよりよいものになることをお祈りしています。　

マサト　とりあえず教えてもらったホームページを開いてみた。

たちまち爆音。

　５．北朝鮮の脅威　
解説者ｂ　二〇〇六年七月五日、北朝鮮は七発の弾道ミサイルをロシア沿海州沖に発射するミサイル核実験を実施。

解説者ｃ　国連安全保障理事会の非難決議が採択されると「あらゆる手段を尽くし自衛的戦力を強化するだろう」と声明を発表。

解説者ｄ　一〇月三日、北朝鮮外交官が「今後安全性が保証された核実験を行う」と予告。

解説者ｅ　一〇月六日、地下核実験に成功。

解説者ｆ　一〇月一四日、国連安全保障理事会が北朝鮮への制裁決議を全会一致で採択。

解説者ｇ　北朝鮮中央放送。

解説者ａ この決議はわが国を崩壊させようというアメリカ合衆国のシナリオであり、わが国に対する宣戦布告とみなす。　

解説者ｂ　二〇〇九年三月一二日、北朝鮮は四月に通信衛星の発射実験を行うと通達。一段目は朝鮮半島と日本列島の間の日本海海域、二段目は太平洋を指定。

記者（ネットＬ）　東アジア担当の新聞記者です。北朝鮮のミサイルが発射される前の数週間、私はどこへ行っても「北朝鮮はやはりミサイルを撃つのでしょうか？」と質問されました。

解説者ｃ　上空を通過する日本では領域内への落下に備えミサイル防衛による撃ち落としが検討され、三月二七日に防衛大臣から破壊措置命令が出された。

解説者ｈ　朝鮮中央通信。

解説者ａ　 衛星を打ち落とすことはすなわち戦争を意味する。そうなれば正義の報復打撃戦を開始する。

解説者ｅ　四月五日、ミサイル発射実験を実施。

ネット４　人工衛星だよ。ミサイルだなんて言ってんのは日本だけだぞ。

ネットＨ　それにしたってねえ、どこに落ちるとも知れないものが上空飛ぶんだから怖いのは同じよ。

呉服屋（ネットＧ）　うち実は呉服屋なんだけどね、実験の次の日だったと思うけど、うちの店に帯を買いに来たご婦人の言葉が忘れられないよ。

ご婦人　ホントに恐ろしかったですねえ。何十年ぶりかで戦争中の恐怖を思い出しましたねえ。

解説者ｆ　五月二五日、二回目の核実験を実施。

解説者ｇ　放出されたエネルギーは長崎に落とされた原爆に匹敵する。

マサト　長崎？　原爆？
化学教師（ネット１）　それは過大評価です。私高校で化学を教えてるもんですから、よくサイエンス雑誌にも目を通してますけど、アメリカの専門家の分析では規模は四キロトン、長崎型爆弾の五分の一です。

ネットＪ　それでも前回の四倍です。北朝鮮の核開発は予想以上に進んでいます。

ネット４　でも作っても使わねえだろ。そんなことしたら自滅するの目に見えてんだからよ。

　　　　　　核廃絶派のネットユーザーが同調する。

ネットＫ　もちろん理性的に考えればそうです。ただ、北朝鮮が朝鮮半島内の目標を狙うなら射程距離五五〇キロの「スカッドＣ」で十分なのに、あえてそれより大型の「ノドン」を作ったことを見れば、万一第二次朝鮮戦争になれば在日米軍基地を攻撃し、ついでに東京などの都市を叩くことも考えているのでは？　と考えるしかありません。日本の真珠湾攻撃の前、アメリカの極東司令官だったマッカーサーは「日本がアメリカに戦いを挑めば敗北は必至だ。そんなことをするとは思えない」と話していました。戦争は所詮は喧嘩であって、口論が暴力沙汰に発展するか否かを考える際に、あまりに理性的に考えるとかえって危ないと思います。

ネット２　こういう時だからこそ理性的に考えなければいけないでしょう。経済制裁を強化するとか、

在日支援（ネット７）　ちょっと待って下さい。在日コリアンの支援をしている者ですが、制裁によって親族に援助する手段がますます細っていると言います。 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps21 \o\ad(\s\up 9(マンギョンボン),万景峰)号を通じてお金や物を送ることが出来ない、かと言って飛行機は旅費が高すぎる。持ち込むお金も三〇万円に制限されている。これでは北朝鮮にいる親族から病気で働けないからお金を送ってほしいという電話や手紙が来ても、満足な援助が出来ません。

ネット９　そもそもだね、経済制裁は条件を提示し、それに応じたら解除するから効果があるのであって、今のような長期に渡っての経済制裁は民衆を苦しめるだけだよ。

田岡　　もし北朝鮮が核を使うとすれば国の滅亡を覚悟して、「死なばもろとも」で発射するでしょうから、まずはそういう状況に追い込まないことが必要ですよ。

ネットＣ　何で奴らの機嫌取らなきゃいけねえんだよ。

田岡　　誰もそんなこと言ってませんよ。ただ、いたずらに経済制裁を延長したり、強化したりするのは、感情を逆なですることに繋がります。

反核主婦　でもさあ、あたし北朝鮮がホントに攻めてくるなんてどうしても思えないんだけど。だってお金無いんでしょう？　何か全然攻めてくる気がしないんだけど。

在日支援　私もです。今の日本はいたずらに恐怖を煽って、過敏になり過ぎてるんじゃないでしょうか。私には今の日本の方が危険に思えます。

ネットＡ　何言ってんの、哨戒艦撃沈したじゃない。はい、解説。
解説者ａ　韓国イミョンバク大統領は eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(しょうかいかん),哨戒艦)沈没が北朝鮮による魚雷攻撃とする調査結果を受け、今後も同様の挑発があれば、「直ちに自衛権を発動する」と述べ、軍事的対応も辞さない立場を表明した。

解説者ｃ　北朝鮮金総書記は「全面戦争には全面戦争で応じる」と述べ、非武装地帯に対空砲を購入。

マサト　そこまでするんだ……。

解説者ｂ　韓国は対潜水艦訓練を実施、北朝鮮非難のラジオ放送を軍事境界線付近で開始。

ネットＫ　この一件で北朝鮮と韓国の対立が激しくなったのは間違いありません。

ネットＨ　同じ朝鮮民族でもこんなことするんじゃねえ。ちょっと安心は出来ないわねえ。

ネットＭ　こうなったら先制攻撃しかございません！

マサト　え、それって宣戦布告じゃない？

ネット５　そうよ、宣戦布告よ、ダメよ、宣戦布告は！

化学教師　そもそも偵察衛星は地球の周りを一日一六週しています。北朝鮮の上を通るのは一日一回、攻撃を事前に察知出来るとしたら奇跡ですよ。

ネット４　だいたいよ、監視されやすいところでミサイル組み立てたりしねえだろ。馬鹿馬鹿しい。こんなのうちの子供たちでも分かるぞ。

反核主婦　おたく子供小さいの？

保育士（ネット４）　いや保育士だから、あたし。（核武装派に向かって）幼稚園児でも分かるっての！

呉服屋　まあ幼稚園児の発想はそこまでだよねえ。だったらミサイル隠していそうなところの上空に無人偵察機を旋回させとけばいいじゃない。そしたら出てきたのが分かるでしょ。

ネット３　それは北朝鮮の領空に侵入することになり、撃墜される可能性が高いですよ。

ネットＢ　いいこと思いついた！　山手線のように偵察衛星が次々通るようにしたら？

ネット３　そのためには何十兆円という予算が必要です。とても現実的とは言えません。

ネット９　愚かしいにもほどがあるね。先制攻撃というのは「日本に向け」、「核弾頭付きミサイル」が、「発射されようとしている」ということが前提だ。そんなのどうやって分かるんだ。　

ネットＩ　分かるだろ、ミサイルの向きとかで。

化学教師　ミサイルは発射されてしばらくは垂直に上昇します。その時点じゃどこに向かうか分かりません。

ネット９　「今から日本に核ミサイルを発射する」と声明でも出してもらえば分かるがね。そんな馬鹿なことする奴がいると思うか？

マサト　ああ、もうどうすればいいんだ……。

記者　　日本が取るべき行動ははっきりしてますよ。

マサト　え？

記者　　安定した核抑止力を手に入れることです。外交上核のカードをちらつかせることで、危険を未然に防ぐことが出来るんです。

マサト　八月三日。タイトル「結局行き着くところ」。北朝鮮への対応策を見ていると、やはり核抑止力に行き着いてしまった。オバマ大統領が抑止のための核兵器は維持すると言っていた意味がやっと分かった。現実に核の脅威がある以上、相手が核兵器を手放すまでに限って、核抑止力を持つのは仕方がないのだろうか。……核なき世界への道のりは本当に険しい。

　　　　　　スジンからの電話。

　　　　　　

スジン　悪いね、メール返さなくて。ちょっとバタバタしててさ。どう、レポートは？

マサト　今北朝鮮のこと調べてたよ。

スジン　え、核問題じゃないの？

マサト　そうなんだけど、核武装論者に対する反論を考えたら北朝鮮の問題は避けて通れないと思って。

スジン　ふうん……。

マサト　でも北朝鮮の問題って深刻だよね。哨戒艦の事件についてスジンはどう思ってんの？

スジン　何が？

マサト　韓国の軍艦、沈められちゃったじゃない。

スジン　国によって調査の結果も違うみたいだし、きちんと調べなおしたほうがいいと思う。

マサト　そっか……さすがに北朝鮮は無茶苦茶すぎるよね。こんな事されたら韓国の人だって怒るよね。

スジン　よく分かんないけど。

マサト　え？

スジン　じゃあもう書きあがるね。

マサト　いやあ、何か迷ってきちゃって……

スジン　（遮って）もし花火見られなくなったら別れるから。

マサト　え？

　　　　　　電話が切れる。

マサト　ちょっと！　……スジンどうしたんだろう……？

　　　　　　教授からのメール。

教授　　あなたのブログを見つけました。しかし見なければ良かったと今後悔しています。何のことを言っているのかお分かりですか。あなたは核抑止力を「仕方がない」と書いていますが、その考えこそが核なき世界を遠ざけているのです。相手が核兵器を手放すまでに限ると言いますが、日本が核武装すれば、今度は日本が手放すまでという口実で他の国が核武装することになりませんか。こんな単純な事に何故気づけないのですか。……あなたには失望しました。

マサト　（ブログの続き）失望しました……かつて人にこんなに厳しい言葉を掛けられたことがあっただろうか。悔しいし、情けない……今まで、それなりに真面目に生きてきたつもりだ。受験じゃ日本史も世界史も政治経済も参考書ボロボロになるまで勉強してセンター入試じゃ八割以上取ったし、就活の時だって時事問題必死に覚えた。なのにどうして核問題についてはこんなに分からないのだろう。つくづく自分の頭の悪さが嫌になる。……でも落ち込んでばかりもいられない。もし五日までに書きあがらなかったらスジンと別れることになってしまう。大学のサークルで出会って、好きになって、でも告白したけど二度も振られて、それでも諦められなくて、三度目の告白でやっと付き合うことになったのがスジンだ。こんなことで別れるなんて絶対に嫌だ。ヤベッ、俺ブログに何書いてんだろ･･････。ダメだ、頭が混乱してる。さっさとレポート上げないと･･････。今日を入れてあと三日、何が何でもあと三日だ。

　　　

シュウイチが家にやってくる。

シュウイチ　お前熱いなあ。

マサト　読んだんだ、ブログ。

シュウイチ　当然だよ、お気に入りリスト入れてるし。教授のメールの件、災難だったな。

マサト　ホント情けないよ。核廃絶って言ってるのに、核抑止力は仕方ないなんてさ。

シュウイチ　まあ教授は怒るわな。でもブログ見るなんて普通思わないし。

マサト　と言うか核抑止力なんて認めたら核なき世界は実現しないって、冷静に考えれば分かったはずなのに。

シュウイチ　ん？

マサト　どうしたの？

シュウイチ　お前さ、まさか本気で核兵器なくせるなんて思ってないよな。

マサト　本当に大変なことだとつくづく思うよ。

シュウイチ　いや大変とかじゃなくて、「無理」なんだよ。

マサト　え、無理？

シュウイチ　そうだよ、世界は核兵器で抑止し合うことでパワーバランスを保ってんだから。手放したりしたらバランスが崩れて危険なんだよ。

　６．核抑止力　
マサト　どういうこと？

シュウイチ　分かりやすいとこで言えば、それまで「核兵器を持っているから」って言って我慢してた国が、ここぞとばかりに仕返ししてくるぞ。

マサト　え、そんなこと思ってる国あるの？

シュウイチ　いやいや、どこの国だって多少の恨みは買ってんだろ。

マサト　ああ……恐ろしいな……何で核兵器なんか作ったんだろ。

シュウイチ　今さら言ってもな。　

マサト　じゃあ何でオバマ大統領は核なき世界なんて言ったの？　アメリカって一番恨み買ってそうじゃない？　色んなとこと戦争してるし。

シュウイチ　そりゃ理想は、無くなったほうがいいだろ。そうすりゃ「核兵器がテロリストの手に渡ったら」とか「何かの手違いで核ミサイルが暴発したら」とか心配しなくて済むし。けどそれは願望であって、全然現実的じゃないよ。
マサト　そんな……。

シュウイチ　そう考えると、日本も核抑止力くらいは持っておかないと駄目だと思うんだよな。

マサト　でも核武装したら日本もテロリストとかミサイルの暴発とか心配しなきゃいけないし。

シュウイチ　まあ核抑止って言っても色々あるからさ、必ずしも持つ必要はないし。

マサト　ええ？

シュウイチ　ちょっと借りるぞ。（マサトのパソコンを操作する）かくよくしりょく、こうてい……検索！

ネットＤ　持たなくてもビジョンを示すことは可能です。「その気になればいつでも作れる」と思わせることが出来れば抑止力になりえます。

ネットＢ　まあとりあえずこの状態を目指すのが妥当ね。

マサト　いつでも作れると思わせるって、具体的にはどういうことを……？

呉服屋　まず自分らのような意見が常に目に見える形で存在してる必要があるねえ。

ネットＫ　憲法九条を現実に合わせて変えて、いざという時だけは先制攻撃も出来るようにしましょう。

ネットＣ　そんなの当たり前のことだよな。

ネットＭ　非核三原則の他に非常時核三原則を作ることを提案いたします。

マサト　非常時核三原則？

ネットＭ　あくまで非常時に限り、（もごもごと早口で）持つ作る持ち込む、ことが出来るというものです。

マサト　（聞き取れなかった）え？

ネットＡ　非常時の話よ。消火器とか非常口と一緒。

マサト　ああ……でも核兵器なんて作ったことないのに、作れるなんて思わないんじゃない？

核技術者（ネットＪ）　あの、核技術者の立場から言わせていただけば、現場の人間は予算さえつけてもらえれば作れます。原発や核の再処理で出来た大量の核物質とそこで培ったノウハウがありますから。

ネットＩ　これでアメリカも「日本を見限ればアメリカの脅威になるかもしれない」と思って、真面目に日本の防衛について考えるようになるだろ。

シュウイチ　その上での話だけど、アメリカに核のボタンの一つを日本が握ることを提案したらどうかと思うんだよな。もちろんそれには日米同盟の強化が不可欠だけど、核の傘の信頼は確実に高まるだろ。

マサト　また頭から書き直しか……。

シュウイチ　いやレポートの話じゃなくて、現実問題どうするかってことだよ。いいだろ、レポートなんて割り切って書いたら。

マサト　無理だよ、こんな話聞いたら、「結局こんなの絵空事だよな」って思っちゃうじゃない。　

シュウイチ　しょうがないだろ、事実そうなんだから。二本足で進むべきだと思う。右足は独自の核抑止力、左足は日米同盟の強化。このどちらの足を欠いても、近い将来、日本は確実に立ち行かなくなるよ。

核武装派のネットユーザー達が拍手をしたり、賛同の声を上げたりする。

そこへ証言者たちがやってくる。

それを見て、ネットユーザー達は静まる。

証言者　（マサトに向かって、静かに）私、六五年前に被爆したんです。

たちまち爆音。

　

　７．証言者たち　
ピースボランティア　松原美代子さんです。中学一年生の時に爆心地から一・五キロの地点で被爆されました。

松原美代子　あの時私は学校のみんなと空襲の被害を少なくするために、必要のなくなった建物を壊す作業をしていました。戦争中のため夏休みはなく、中学生以上の生徒は連日こういう作業を手伝っていたのです。四人一組になって、壊れた屋根の瓦や材木などをよっしゃ、よっしゃと掛け声をかけながら運んでいました。その時でした。親友のたき子さんが、「あっ、Ｂ２９の音が聞こえる！」と叫んだのです。広島はそれまで空襲らしい空襲を受けていなかったし、警戒警報も解除されたのに、不思議だなあと思いながら空を見上げると、やがて白い飛行機雲が見え、その跡を目で追うと、北西方向へ去ろうとする飛行機がかすかに見えました。しばらく見ていると飛行機の後方から何か光る物体が落ちてきて、私の目の前でさく裂したように思えました。その火の玉は広島を真っ赤なかまどにしたように思えました。私はあわてて地面に伏せました。伏せたと同時に言葉では言い表せないほどの、耳を裂くようなごう音を聞きました。私は最初、飛行機が私を狙ったのだと思いました。どのくらいの間、私は横たわっていたのか分かりません。意識を取り戻した時には熱線で真っ赤になった広島の街は、夜に変わっていました。土煙りが立ちこめて一寸先が見えません。私と一緒に立っていたたき子さんの姿が見えません。ほかの友達の姿も見えません。その時気がついたのです。私は伏せたと思ったけれど、実際は爆風で吹き飛ばされたのではなかろうかと。立ち上がってびっくりしました。両手はグローブのようにやけどで三倍に膨れていました。当時染料がなかったので、野菜などで一日がかりで染めた紺色の上着は、胸の当たりが残っているだけ、あとは熱線で焼けてぼろ布のようになっていました。

ピースボランティア　（年配の男性を示し）肥田舜太郎さんです。軍医として爆心地から六キロ離れた村に往診に行っていた時に被爆されました。

肥田舜太郎　原爆が普通の爆弾と大きく異なる点としてはまず温度が挙げられます。爆発で出来た火の球は一秒後には五千度に達しました。五千度と言うと人間も周囲の家も溶けるように燃え尽きます。次に爆風です。爆心地から周辺へと吹く爆風は秒速三〇五メートルで、これは木造家屋は言うに及ばず、レンガ造りの建物でもガラスや戸は跡形も無く消え去ります。さらに熱線で膨張した空気はすぐに収縮を始め、今度は爆心地に向かって強烈な風が吹き込みます。この風は熱線で出火した建物が燃え広がるのを助長しました。これに加えて一分後には放射線の放出が始まり、人体に入り込んでいきます。

松原美代子　家に帰る途中、私はたくさんの被爆者を見ました。みんなほとんど裸で、ひどく焼かれ、火ぶくれした体はまるで恐怖映画から飛び出した人物のように見えました。私に水をくれないかと声を掛けてきた人は破れた皮膚がぼろ布のようになって指先五センチもたれさがっていました。私は熱さで耐えきれなくなったので、川の中を見ました。川には沢山の死体が浮かんでいました。爆風でおなかが破裂したのか、または何かにぶっつかって破れたのか、下腹部が破れ内臓がとび出た死体も土手に転がっていました。私は一瞬ためらいましたが、身を焦がすような熱さに、結局川に入っていかざるをえなかったのです。

　　　　　

肥田舜太郎　はじめに放射線の影響を確認したのは原爆投下から三日が過ぎた時でした。患者が突如目や鼻から出血したり、髪の毛が掃いて捨てるほど抜けたりしたのです。今まで習ったことも見たこともない症状でした。それも一人、二人と出るのではなく、あちらに四人、こちらに五人と固まって発病してきます。やがて呉の海軍から使用したのは原子爆弾という情報がもたらされましたが、だからと言って特に効果的な治療法があるわけではなく、患者は一向に減りませんでした。

松原美代子　救護所で四日間も高熱にうなされました。下痢、おう吐、歯ぐきの出血に苦しみました。髪の毛が半分抜けました。死のふちをさまよいました。

肥田舜太郎　被爆者の症状にも慣れてしまったある日、外傷のない男性が急患として運ばれてきました。既に顔には死相が現れていて、二の腕に紫斑が目立ち、少し伸びた五分刈りの髪の毛が抜けて薄くなっていました。近くの人に聞くと、昨日から下痢と嘔吐がひっきりなしに続いていたと言います。前をはだけて腹部を触ろうと手を入れると、それまで目をつむっていた男性が目を大きく開け、私の手を力いっぱい引き寄せながら、大声で「わしゃピカにおうとらんのじゃ、あの日は昼から広島に入り、怪我人を助けて運んでいたんじゃ」と言ったのです。この人こそ、その後の六五年、私が生涯かけて取り組むことになった内部被曝の最初の患者でした。

松原美代子　私の青春時代はとても残酷でした。仕事がない上に、放射能の影響でいつ病気になるか分からない、また障害があるこどもが生まれるのではないかと案じられ、結婚話もほとんどなかったのです。このような社会的差別を克服しなければならなかったのです。

肥田舜太郎　原爆投下の瞬間、爆発と同時に放射された大量の放射線分子は地表の物質を放射性物質に変え、そこからも放射線が発射されるようになりました。爆発の瞬間はその場にいなかったのに、これによって被曝した人が大勢いたわけです。またそうした体外からの放射線による被曝だけではなく、爆発で散らばった放射線分子が塵や土、水などに混じり、呼吸や食事を通じて人の体に取り込まれてしまうこともあります。体内に入った放射性物質は、消えずにずっと放射線を出し続けて、長い時間をかけて人の細胞をじわじわ破壊していきます。これが内部被曝の実態です。　

鈴木瑞穂　その心配は私の中にもあります。鈴木瑞穂です。私はあの時爆心地から一一キロ離れた江田島の海軍の兵学校にいました。一八歳でした。ちょうど通信の授業が始まる頃でしたでしょうか。いきなり外がすさまじい光に包まれまして、油蝉が一斉に鳴き止んだのを覚えています。本当に不気味でした。それから古鷹山という学校の近くの山に登ったんですが、広島の方が紅蓮の炎に包まれているのが見えました。ちょうどきのこ雲になる前の状態だったんです。その日の夕方には黒い雨が降ってきました。上官が「雨に放射能が入っているから、濡れた衣類を脱ぎなさい」と言ったのを記憶しています。海軍は既に知っていたんですね。さらに翌日からは死体の焼ける臭いがしてきました。何とも言えない、嫌な臭いなんでした。あれから六五年経ちますが、決して忘れることはありません。

ピースボランティア　平和祈念資料館でピースボランティアをやっている林朋子です。以前インドに住んでいたとき、私が日本人で、広島が故郷だと言ったら質問攻めにあって冷や汗をかきました。何一つ満足に答えられなかったからです。休暇で広島に帰るたび、資料館でピース ボランティアの方を見かけ、いつかやりたいと思っていました。昨年、広島に帰ることができ早速応募しました。活動を始めてから、広島に何が起きたかを知ることは、戦争や平和、核について、どういう世界観を持っているのか、私自身何ができるかなどについて自分自身に問いかけることだと気づかされました。以前冷や汗をかいた事を思い出しながら館内に立っています。まだまだ学び、深めなければならないことが多いです。そのために、まず自分が体験された方の声にしっかりと耳を傾けたいと思います。そして若い方たちに体験された方の思いを伝えていける場を作っていけたらと思っています。

松原美代子　私もそう思い、機会があればお話をさせていただいています。しかし、いくら必死に語っても戦争を知らない方には伝わらないのだろうかと悔しく思うことがあります。先日も広島平和文化センターで講演を開いた時、真面目に聞こうとせず、笑い声さえ上げる若い方のグループがありました。私は思わず怒鳴ってしまいました。「あなたたちは平和ボケしている」と……。皆さん、どうか忘れないで下さい。
肥田舜太郎　核兵器の恐ろしさを。

鈴木瑞穂　平和であることの大切さを。

　　　　　　四人は去っていく。

　　　　　　マサト、それをじっと見ているが、姿が見えなくなるとパソコンに向かう。　

　　

マサト　八月四日。タイトル「平和ボケ」。今まで、歴史の授業で、投下された日時と当時の様子についてすごく簡単な説明を受けたくらいで、自分は原爆を知ったつもりになっていた。でも全然分かっていなかった。こんなに辛い、こんなに惨いことがホントにあったなんて。何の罪もない人が巻き込まれ、一生そのことを背負って生きていかなきゃいけないなんて。これまで平和ボケというのは核兵器を持ちたい人が核廃絶を願う人に対して使う言葉だと思っていたけど、実際に被爆した松原さんが不真面目な若者に「平和ボケしている」と言ったと聞き、これはまさしく僕にも当てはまるように思った。平和であることを当たり前と思って、何のありがたみも感じてこなかった自分が恥ずかしい。

スジンがやってくる。

マサト　おかえり。

スジン　これ、約束の八つ橋。

マサト　ありがとう。

スジン　レポートは？

マサト　結論が決まったよ。

スジン　今さら？

マサト　でも決まったし、もう大丈夫だから。

スジン　どういう結論にすんの？

マサト　日本は核抑止力を持つべき。　　　

スジン　そっち？

マサト　被爆した方の話聞いて、こんな事絶対繰り返してはいけないとつくづく思ったよ。本当は核廃絶って言いたいし、そのほうが教授も認めてくれると思うけど、第三の被爆地を作らないためにはなりふり構っていられないと思うんだ。

スジン　何そんな怯えてんの？　どこの国が日本を攻撃するっていうわけ？

　８．北朝鮮とかつての日本　
マサト　北朝鮮があるじゃない。

スジン　へえー、北朝鮮が攻撃してくるって、そう言いたいんだ。

マサト　そりゃ滅多な事じゃ無いと思うけどさ、あの国に限って絶対ないとは言い切れないし。

スジン　やめてくれない？　

マサト　え？

スジン　あたし朝鮮人だから。そういう風に言われると嫌なの。

マサト　えっ？　どういうこと？

スジン　どうもこうもないよ。在日の人のほとんどが韓国籍を選んでる中で、わざわざ朝鮮籍のままにしてるってこと。

マサト　……えっ？　スジン、北朝鮮の人なの？

スジン　ホント何も知らないんだね。朝鮮籍って言うのは、韓国併合で日本国籍とされていた朝鮮人の中で、朝鮮解放後も日本に住んでいる人に対して、日本が作った国籍だよ。北朝鮮の国籍を示すわけじゃないの。日本だけでしか通用しない便宜上のものだから、もちろんパスポートも作れない。それに比べて韓国籍はちゃんと国籍として認められてるし、何かと手続きも楽だからそっちに変更する人も多いわけ。けど朝鮮は元々は一つの国だし、いつかまた南北が統一されて欲しいと思うから、うちの家族は朝鮮籍のままにしてんの。

マサト　ごめん……。

スジン　ホントに私に関心持ってんの？　マサトに付き合って欲しいって言われても、何で二回も振ったか分かってる？

マサト　……えっ？　何でだろう･･････。何も知らないから？

スジン　マサトが日本人だからよ。

マサト　え？

スジン　いつの話だよって思うかもしれないけど、どうしてもあるの、日本人への不信感って。物心ついた時からお祖父ちゃんから日本連れてこられた時の話聞かされてたし。親も恋愛は自由だけど、出来ることなら日本人とは付き合わないで欲しいっていつも言ってる。

マサト　……。

スジン　拉致とか核実験とかあっちゃいけないことだと私も思うよ。けど日本だってかつて朝鮮を植民地支配したり、朝鮮人を強制的に日本に連れてきたりしてたわけじゃない。

マサト　でもそれとこれとは、

スジン　別の問題ってこと？　だったらあたしたち在日の人間と北朝鮮の問題も分けて考えるべきじゃない？

マサト　……。

スジン　久々に学校行ったら、校門の前にスピーカー持った人たちが集まっててさ。

ネットＤ　スパイの子供を日本から追い出せ！

核武装派のネットユーザー達　追い出せ！

朝鮮学校職員　止めてください。ここは学校です。

ネットＣ　こんなものは学校とは言わない。犯罪養成所だ。

呉服屋　犯罪者は北朝鮮に帰れ！

核武装派のネットユーザー達　北朝鮮に帰れ！

ネットＩ　高校無償化なんてもってのほかだ！

核武装派のネットユーザー達　もってのほかだ！

マサト　ひどいな、これ。言いがかりにもほどがあるじゃない。

スジン　ホントだよ。あたし達が何したのって言いたい。たまたま朝鮮人として日本に生まれただけなのに。しかもその理由の一端は日本にあるんだよ。謝らなければいけないこと棚に上げて、拉致とか核の問題だけ取り上げて非難するのはやっぱりおかしいと思う。……心配なの、北朝鮮がかつての日本と同じ道を辿るんじゃないかって。

マサト　同じ道って？

スジン　日本だって今の北朝鮮みたいな状況経験してるじゃない。

マサト　ええ？

スジン　まずＡＢＣＤ包囲網。
解説者ｆ　一九四一年、東アジアに権益を持つアメリカ、イギリス、中国、オランダが共同で行った日本に対する経済封鎖のこと。

スジン　これって経済制裁でしょ。

マサト　言われてみるとそうだね。

スジン　それにハル・ノート。

解説者ｃ　太平洋戦争が始まる直前にアメリカから示された交渉文書のこと。日本の中国、インドシナからの全面撤兵、満州国の解体、日独伊三国同盟の放棄などを要求した。　

スジン　外交上の武器にしてるものを奪われるって意味では今の北朝鮮に核兵器の放棄を求めるのに近いと思う。

マサト　ええ？

スジン　それに国際社会に非難されまくりながら日本が国際連盟脱退したのなんて、

マサト　今の北朝鮮と一緒だ。ＮＰＴ脱退とか核実験だ。

スジン　この後日本は勝ち目の無い戦争に突き進んだよね。そう考えると、制裁とか核抑止みたいな強硬手段ってむしろ逆効果なんじゃないかって思うよ。

マサト　……。

スジン　邪魔してごめん。レポート終わったら連絡ちょうだい。（立ち去ろうとする）

マサト　待って。

スジン　……？

マサト　僕は在日も朝鮮籍も関係ないよ、スジンが好きだから。

スジン　……あたしも。

マサト　八月五日。タイトル「近すぎて知らないこと」。どうしてもブログに書く気になれず、今日は日記にしてみた。スジンは僕より日本の歴史に詳しい。それに引き換え僕は朝鮮について何も知らない。何しろ付き合って一年半も経つのに、ずっと彼女を韓国人だと思っていたのだから。きっと知らないうちに馬鹿なこと言って傷つけていたこともあったと思う。本当に申し訳ない。でも今日のことでスジンとはより近い付き合いが出来る気がしている。……さて、やらなきゃいけないことが山積みだ。まずは自分の目で確かめてみようと思う。

　　　　　　マサト、パソコンを閉じ、あちこちから資料を持ってきて机に積み上げる。

　９．核なき世界に向けて　
マサト　バラク・オバマアメリカ大統領が「核なき世界」を訴えたことで世界は核廃絶に向けて歩み始めた。しかし一方でこんな意見も聞かれる。

シュウイチ　そりゃ理想は無くなったほうがいいだろ。けどそれは願望であって、全然現実的じゃないよ。

マサト　果たしてそうだろうか。僕はそうは思わない。なぜなら次のような事実があるからだ。元イギリス海軍司令官ロバート・グリーン。

ロバート・グリーン　化学兵器や生物兵器の原料の多くは軍事目的以外にも使えるので入手は簡単であり、兵器への転用も簡単である。それでも禁止できたのだ。一方で核兵器はどうだろう。プルトニウムや高濃縮ウランが必要で、その製造はきわめて難しくかつ危険であり、普通他の目的には使われず、その監視ははるかにやさしい。すなわち、他の大量破壊兵器の場合よりずっとやさしいはずなのだ。(ａ)
マサト　とは言え乗り越えなければならない課題は多い。

ネットＤ　核抑止力は安全保障の手段として確立しています。

マサト　この核抑止力こそが核兵器の廃絶が進まない最大の原因である。そもそも核抑止力とは何なのだろう。日本反核法律家協会事務局長、大久保賢一氏が次のように定義している。

大久保賢一　核抑止論とは、相手が攻撃に出れば核兵器による反撃を受け、壊滅的な打撃を受けるため、攻撃を思いとどまるであろうという「理論」です。そもそもこの「理論」は数多くの矛盾に満ちています。核を使用しないということであれば恐怖を覚えさせることは出来ません。しかしもし核を使用すれば、非人道的国家としての烙印を押され、国際社会から排除されることになります。(ａ)
マサト　しかしこういう意見もあるだろう。

ネットＡ　でも北朝鮮がいつ攻めてくるかも分からないんだよ。核武装しないでどうすんの。

マサト　これにも大久保氏が明快に答えている。

大久保賢一　脅威を感じるから核武装するという考え方は思考停止と言えます。核による恐怖で相手を制圧することだけに囚われてしまうと他の解決手段に想いが至らなくなるのです。仮に北朝鮮や中国に対して何らかの脅威を覚えるのであれば、その脅威の正体を正確に把握して、それを取り除こうと考えるのが賢明です。いたずらに脅威を言い立てるのではなく、北朝鮮との国交の確立や中国との友好関係の樹立の方法を考えていく必要があるでしょう。(ａ)
マサト　国際法の権威フランソワ・ボイルは法的な問題を指摘している。

フランソワ・ボイル　国際法上大量の皆殺しを犯すことは明らかに非合法で犯罪であるから、大量の皆殺しを犯すという威嚇も同様に明らかに非合法で犯罪と言えます。そのため核抑止そのものが明らかに非合法であり犯罪なのです。(ａ)
マサト　しかし核抑止論を支持する人は決まって次のことを引き合いに出す。

ネットＫ　冷戦の時に核戦争にならなかったのは他でもない核抑止力が働いたからです。

マサト　本当にそうだったのか。核の軍拡競争が始まった頃のソビエトについての元イギリス海軍中佐マイケル・マクグワイアの証言。

マイケル・マクグワイア　アメリカがソビエト共産主義を軍事力による世界支配を目指しているものと警戒していた時、当のソビエトは国民の食料不足に直面しており、鉄道システム復旧さえままならない状況に陥っていた。(ａ)
マサト　これはつまりアメリカがソビエトの軍事経済力を見誤っていたということではないか。そしてこの事実は冷戦時代核兵器が抑止力として働いていなかったばかりでなく、全くの無駄遣いだったという証拠ではないか。ロバート・グリーンはここでも鋭い指摘をしている。
ロバート・グリーン　核抑止が大国間の戦争を防いできたという言い分の最大の問題点は、それが通常兵力だけであったならば戦争が起こっていただろうという主張が全く立証されてないことである。(ａ)
マサト　米ソ全面核戦争の一触即発状態を招いたキューバ危機。その直前の米ソ関係における一般抑止の役割を検証したシュタインとレバウ、その二人の見解。

シュタイン　ケネディー大統領はキューバ危機でとった核戦力の全てをソビエトの脅威に対する防衛手段と見なしていた。しかしこれらの行為はフルシチョフを抑制させるどころか、キューバを守るためにはもっと何かをしなければならないとフルシチョフに確信させてしまった。(ａ)
レバウ　事実、当時のソビエトの官僚たちはアメリカ側の核戦略に不安感を募らせた、と証言している。すなわち冷戦においては核抑止力は防止するものというより、むしろ挑発するものとして働いていたのである。(ａ)
マサト　この状況をアメリカの政治学者ジョージ・ケナンは次のように言っている。

ジョージ・ケナン　核兵器は自殺的な装置であると認識されている。誰であれ、使用を企てるものには、大災害以外の何ももたらさない。攻撃目的にも防衛目的にも役立たない。核兵器を保有している限り、保有量に比例して、我々全員に対する脅威となる。他の者の安全を損なおうとする行為によって増強される安全など、何もない。相手側の安全保障が、実は自分の安全保障なのである。(ａ)
マサト　その上でロバート・グリーンが次のように結論づけている。

ロバート・グリーン　アメリカが核兵器を保有したことがソビエトを核武装へと導いた。次に核抑止論がアメリカとソビエトの敵対と不信の関係を永続化させてしまったのだ。(ａ)
マサト　つまり核抑止力は核戦争を防いだのではなく、むしろ核戦争の危機を呼び込み、長引かせたと言えるのではないか。こうなると次に出てくるのが核の傘の必要性についての主張だ。今一度、日本の外務省の見解をみておきたい。

外務省　日本の安全に万全を期すためには、核を含むアメリカの抑止力の提供が引き続き重要です。

マサト　ところが核の傘に頼っている国はＮＰＴ条約に加盟している一九〇カ国のうち、一六のＮＡＴＯ加盟国とオーストラリア、日本、そして元ワルシャワ条約加盟国のいくつかだけで、あとの国は「核の傘」を拒絶している。……僕は日本が核の傘に守られている数少ない国であることが恥ずかしい！　それに比べ、ニュージーランドは一九八七年、西側で初めて非核法を制定した。当時ニュージーランドの首相だったデイビット・ロンギ。

ディビット・ロンギ　西側同盟国のほとんどがこの問題には触れないのが賢明だとして、無責任な国策を推し進めたのとは全く違い、ニュージーランドは合理的かつ計算された方法で行動しました。簡単に言って、私達は核兵器のある防衛よりも核兵器なしの方が安全でした。この法律は核兵器を廃棄するという政治的意思と核抑止論の拒絶を表明するものです。(ａ)
マサト　この法律はニュージーランドの国内と領海、領空への核の持込を禁止したばかりでなく、原子力船の寄港も禁じた点を特徴としている。これによりニュージーランドはアメリカの同盟国から友好国に格下げになった。しかしそれでも政府は揺るがなかった。このことから次のことが言えるだろう。スウェーデンの首相だったオロフ・パロメ。

オロフ・パロメ　安全保障は核抑止力の相互の威嚇に基づくのではなく、ともに生きるという誓約に基づくものでなければならない。(ａ)
　　　　　　シュウイチがやってくる。

シュウイチ　いやすごいよ、これなら絶対単位来るぞ。

マサト　単位のためにやったんじゃないよ。

シュウイチ　え？

マサト　僕は核廃絶は本当に可能だと思うんだ。

シュウイチ　マジかよ。だったら言うけどさ、テロリストが攻めてきたらどうするんだよ。彼らは別に死んでもいいと思ってんだぞ。　

マサト　それにはキッシンジャーが簡潔に答えている。

キッシンジャー　自滅を決意している敵を抑止出来るものは何もない。(ａ)
シュウイチ　じゃあどうすればいいんだよ。

マサト　ロバート・グリーンもこう言っている。

ロバート・グリーン　もしも最悪の事態が起こって、テロリストによる核の恫喝が起こった場合、第一の原則は、どんなことがあっても核の威嚇で対抗しないことである。なぜなら、それがどんな小さなものでも、核兵器によってテロリストを攻撃すれば、全世界から非難がわき起こらざるを得ないと思われるからである。核の恫喝へのもっとも責任ある解決策は、核兵器のイメージを「財産」から評判の悪い「負債」へ転落させることだと言えるだろう。それによって核兵器を手に入れようと望むような政府もテロリストも生まれなくすることだ。(ａ)
シュウイチ　お前被爆者の言葉聞いて、核抑止力持つべきって言ったじゃないか。

マサト　それが間違いだったことに気づいたんだよ。この言葉に出会って。

梅林宏道　ピースデポ顧問の梅林宏道です。日本政府が時々使う「被爆者の気持ちは分かる」という言葉ほど腹立たしいものはありません。原爆の被害の実態を知る者の最低限の倫理的出発点は「二度と核兵器を使ってはならない」ということです。再びどこかに被爆者を作る可能性がある核抑止外交は、「被爆者の気持ちが分かる」者のすることではありません。ある意味では日本政府は被爆者の苦しみを核抑止の効果を信じさせるために利用しているとも言えます。被爆の惨状を十分に知っているからこそ、核兵器が実際に使われる可能性があり、使われた時にどんな効果をもたらすかということを示す証拠としてしまうのです。(ａ)　

ピースボランティア　広島に原爆が投下されて六五年になります。

松原美代子　今の核兵器は広島に投下された原爆の何百倍、何千倍もの威力があると聞きます。その破壊力は広島の被害状況から推定すると、地球上の全人類を何度も殺せるほどだそうです。ですから、戦争で再び核兵器が使われるようなことになれば、人類には絶滅しか残されていないのです。そこには勝者も敗者もありません。加害も被害もありません。無があるだけです。そのことを人類はヒロシマ・ナガサキの経験から学ばなければいけません。

肥田舜太郎　内部被曝者は日本だけに留まりません。アメリカが使用した劣化ウラン弾によりイラクではガン、白血病、先天性異常が増え続けています。また長崎に投下されたプルトニウム爆弾が作られ、戦後も核兵器に必要なプルトニウムを製造していたアメリカのハンフォード地区でも同様の症状が多数報告されています。

鈴木瑞穂　元ドイツ大統領ワイツゼッカー氏は「過去に目をつぶる者は近い将来必ず又同じ過ちを繰り返す」と言いました。この言葉が今の日本にそっくりあてはまります。若い皆さん、どうぞかつての現実に目を向けてください。他でもないあなたに言っています。

マサト　シュウイチは現実を考えろって言うけどさ、今ある現実の中で自分が人より優位に立とうとするのって、勝ち組の言い分だと思う。それが核抑止論なんじゃない？　僕はそれよりそのことによって傷ついた人の側に立ちたいと思うんだ。

シュウイチ　……（机の上に積み上げられた本を示し）今の証言が書いてあったのって、どれ？

マサト　（何冊かの本を手に取り）これとこれと……それからこれも。

シュウイチ　借りてもいい？

マサト　もちろん。

　　　　　　シュウイチ、マサトから本を借りて、去る。

　　　　　　教授がマサトのレポートを持ってやってくる。

教授　　あなたに再提出を命じたのは何もレポートの出来が悪かったからだけではありません。オバマ大統領の演説を愚直なまでに賞賛し、核廃絶に進み始めていることを心から歓迎していると感じたからです。きっともう一度真剣に向き合ったらより考えを深めてくれるのではないかと期待していました。それだけに途中で核抑止力を認めた時はつい語調がきつくなってしまいました。でもこのレポートを読む限り、あなたは期待に十二分に応えてくれたと思います。ありがとう。私は学生時代から核廃絶運動に参加してきましたが、戦後世代でしかも広島長崎の出身でもない人間に何が分かるんだと言われることも多かったです。しかしまもなく原爆を体験した人のいない時代がやってきます。その時日本が変わらず戦争による原子爆弾の唯一の被爆国として世界の核廃絶をリードするためにも、今のうちに生まれた土地、年齢に関わらず一人でも多くの人が原爆の実態を知り、核問題を自分の問題として考える必要があると思っています。ぜひ一緒に核なき世界が実現する瞬間に立ち会おうではありませんか。

マサト　はい。

　　　　　　教授、マサトと握手を交わし、去る。

　　　　　　スジンがやってくる。

スジン　レポート書きあがったんだって。お疲れ様。

マサト　ありがとう。ねえ、一つ提案があるんだけど。

スジン　何？

マサト　明日の行き先、俺、広島にしたい。

スジン　広島？

マサト　僕らが体験した人に出会える最後の世代だと思うんだ。自分の足で行って、自分の耳で聞いてこなきゃって、そう思ったんだ。

スジン　……そう。でも花火はどうするの？

マサト　花火も楽しみにしてたんたんだけど……あの、でも……。

スジン　まあ、でもいいや。花火は貸しにしとくよ。

マサト　ありがとう。（レポートを読む）世界一の核兵器保有国であるアメリカが核廃絶に向けた一歩を踏み出した今、日本が取るべき行動は明らかだ。それは二つの原爆が投下された国であり、核兵器を持たない国であることを生かして、世界的な核廃絶の動きの先頭に立つことである。もちろん簡単なことではない。しかし核を無くすのだという強い意思を持って行動しなければ、核のない世界は永遠に訪れない。実際に原爆を体験した人達に出会える国と出会える時代に生まれた人間の一人として、被爆者の思いを受け止め、まず自分に出来ることをするのが核の無い世界への一歩なのだろうと思う。その一歩を私は今日踏み出したい。

マサトとスジンは広島に降り立つ。

スジン　マサト、着いたね。

マサト　うん。
　　　　　　証言者達の姿が見える。

マサト　（証言者達に）すみません、お話聞かせていただけませんか。

証言者達が頷いたのを見て、マサトとスジンは駆け寄る。

他の観光客達も現れ、一緒に被爆体験に耳を傾ける。

幕
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